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岩手県における小麦・大豆を基幹とする薪体系化技術に関する研究

第4報　早生小麦の生育特性

折坂光臣・高橋康利・大川　晶＊

（岩手県立農業試験場県南分場・＊岩手県農産普及課）
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1　緒　　　　　言

1年2毛作の小麦一大豆体系は岩手県において晩揺適応

性の高い大豆品種ワセスズナリを導入することにより，県

南・沿岸部地帯で可能となった2㌦この休系の安定化と拡

大化のためには大豆の播種期をいくらかでも早める必要が

あり，そのため熟期の早い小麦品種が強く要望されている。

現在，ナンブコムギが体系の中で用いられているが，ナ

ンブコムギに優る早熟性・耐寒雪性・多収性をそなえた品

種の選定を秋播性の低い関東・東山系統を中心に行ってき

た。その間，早生小麦の生育特性，特に幼撼分化・節間伸

長に的して若干の知見が得られたので報告する。
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2　試　験　方　法

供試した品種系統はナンブコムギ．東北158埠，東北165号．

東山10号．東山16号，東山17号，7クホコムギ，関東94号，

関東101号の9品種系統である。播種期は56年度が10月8

日，57年度の捷播が10月5日，晩総が10月22日である。幼

培分化程度の調査は稲村ら1）に基づいて行った。

3　試験結果及び考察

（1）早生小麦の幼橙分化の特徴

2か年の幼槍分化の推移のうら．代表的なものを図1に

示した。（D越冬前と越冬中の幼穂分化程度は両年で大きく
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図1幼榛分化の推移　／万形ヲア7長期積雪期間

異なるが，品種系統間の差も大きく9品種系統は三つのタ

イプにわけられた。すなわちナンブコムギ，東北158号，

東北165号では暖冬年の57年でも越冬前，越冬中に幼穂分

化があまり進まないが，フクホコムギ，鯛東94号，朗東101

号では57年にはⅨ中期まで進んでいる。東山10号．東山16

号，東山17号の幼棟分化程度は両者の中間である。（参どの

晶樺系統も越冬中に幼極分化が進んでいる。フクホコムギ

が症も進んだが．Ⅸ中期よりは進まなかった。（沙幼橙分化
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からX期に至る期間は早生小麦では特に長い。④晩播で

は・ナンブコムギのグループ以外ではⅦ前期に至る日が棲

楢に比べるとかなり遅くなった。しかし，その後急激に幼
穂分化が進んだ。

（2）幼穂分化と節間伸長との関係（表1）

幼橿分化の推移で三つのタイプがみられたが．更にその

中でも幼撞分化と節間伸長との関係に品種特性がみられた。
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すなわち・ナンブコムギに比較して東山系統はⅦ前期，Ⅷ

期は早いが．節間伸長開始期はそれほど早くない。なかで

も東山10号は57年にⅦ前期がかなり早かったが，節間伸長

開始期はそれほど早まらなかった。同様のことがフクホコ

ムギや関東系統の中でもみられ，関東94号は幼極分化が早

いわりには節間伸長開始期の遅い系統である。

表2　生育期間日数（日）
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（3）生育期間日数（表2）

①節閥伸長開始期～出穂期日数（図2）；節間伸長開

始後3週間の平均気温の積算と高い負の相関幽係があった。

すなわち節間伸長開始期が早い場合には低温のためこの欺

間が長くなり，出穂期はそんなに早まらない。⑧Ⅷ期～出

穂期日数（図3）；いわゆる幼拷形成期から出穂期までの

日数であるが．平均気温との間に負の相関関係がみられた。

③出穂期′、倒花期日数（図4）；この期間の平均気温にも

①・⑧ほどではないが，負の相関関係がみられた。ゆ開花

期～成熟期日数；気温との関係はみられず，はば40日と一

定であった。
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図2　節間伸長開始期～出穂期日数と気温との関係

早生化のためには出穂期を早める，すなわち府間伸長開

始臥幼棲形成期を早めること，あるいは節間伸長開始期
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図3　Ⅷ期～出穂期日数と気温との朗係
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図4　出穂期～開花期日数と気温との関係

～出穂期・幼穂形成期～出穂臥出穂期～開花臥開花期

～成熟期の各期間を短縮することが考えられる。しかしこ

れらの大部分は気温と負の相朗関係にあり，節間伸長開始

期・幼撼形成期が早くても出穂期はそれほど早まらない。

また，寒雪害との関係でみれば幼穂分化は早くても節闇伸

長期はなろペく遅いことが望まれ．この点から東山10号や

関東94号のような系統が望ましい。生育期間日数の短縮は

困難と思われるが，日数と気温との関係を打破るものがな

いかどうか検定していく必要があろう。

早熟栽培の一方法として，播性の低い品種を晩播するこ

とが考えられるが．標播に比べ節間伸長開始期が遅れるの

で寒雪害に対する安全性は増すといえる。

4　摘　　　　　要

早生小麦の幼穂分化・節間伸長について早生化の観点か

ら検討した。早生小麦の幼揺分化程度は越冬前の気象条件

により大きく異なるが．一・椴にⅦ前期が早く幼梼分化に要

する期間が長い。

節間伸長開始期～出穂臥Ⅷ期～出穂期，出穂期～開花

期の各日数と気温との間にそれぞれ負の相関関係がみられ

この点から早生化が困難であり，相関から少しでもはずれ

た品種による漸進的早生化を期待せざるを得ない。

早熟栽培の一方法として軟播性の低い品種を晩播するこ
とが考えられた。
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